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　人間の思考行動の所産である出版の歴史に

おいて，　「権力」による文化統制の歴史は，

欠くことのできない，．ぴとつの側面である。

そこには，人問の基本的入権としての自由な

表現活動の場における，かずかずの受難の例

を見出すことができる。そしそ，「権力」の

文化介入という問題は，今日にもなお生き｝ζ

いる（1）。．

　ところで，図書館は，文字などで表現され

た人間の思考行動の所産を，送り手から受け

手へと橋渡しするという使命を持っている。

幸の使命から≦る「伝達」の機能は，図書館

にとって普遍的なものであり，時間，地域，

イデオロギーを超越して図書館が持ち続けて

来た機能であるといってよい。

　しかるに，図書館が，現た存立する基盤た

る社会の中にあって，その社会からの制約を

受けるかち知れないということは1比較的容

易に想像し得ることである。すなわち，その

社会に通用する秩序が，ある出版物を図書館

から排除すべきことを要幸する場合があり得

る。その揚合，ある出版物が所蔵されている

にもかかわらず，公開の自由な閲覧が禁止さ

・3．公共図書館界の事情

　4．ファシズム下の図書館

　5．納本図書の行方

，ll：帝国図書館における閲覧禁止本

おわりに

れもしくは制限されるという状態が起こるだ

ろう（2）（3）。ここに，図書館｝こおける「閲覧…禁

止本」の問題が発生する。

　　「閲覧禁止本」とは，公共の図書館におい

て，閲覧者が自由に閲覧することを禁じられ

た図書のことをいう，とt応定義づけること

ができる。そして，狭義では，その図書館に

蔵書としてあるにもカしかわらず，幽一切の閲覧

を禁じられている図書を指し，広義では，一

般には禁じられているが，ある特定の限定さ

れた閲覧者には制限つきの閲覧を許されてい．

る；いわゆる「閲覧制限本」たる図書をも含
む（4）。

　このように考えてみると「閲覧禁止本」の’

問題：は，図書館をとりまく社会秩序と図書館

のあり方との関係で，かなり深刻な面を包含

レているものであるといえよう。また，この’．

問題の本質には，図書館がその要求を「しか

たがないこと」として受入れる受身の立揚か

ら，その社会秩序に迎合する能動の立場に転

化するかも知れないという点で，きわめ・て重

大な意味が含まれていることが指摘されなけ・

ればならない（5）。

　しかるに，戦前期の出版警察法制下の図書

館はタその法制の持づ本質からいって）この
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問題についてのひとつの歴史的例証を与えてド

くれる。戦前期の出版警察法制が生み出した

い；わゆる「発禁本」のおびただしい累積は，

今日のわれわれにとっても，生々しい体験で

ある。本稿でほ，こρような問題の出発点か

らり戦前期出版警察法制下の図・書館について

ひとつの素描を試みたい。

　ただし，本稿の前提とレて，馬わぎのことは

記しておかなければならない。一すなわち，戦

前における出版警察法制の規定偉，主として

時事に関する定期刊行物を取締る法令の体系

．と，それ以外の時事を扱わない雑誌，および

単行本などの普通出版物を規制する法令の体

系との二元的なものカ～ら成立していたここの

二六性は，最：終的には，前者を新聞紙法，律

者を出版法として，今次世界大戦による敗戦

にいたるまで存続することになる⑥。ところ

で，・本稿で対象としたもQは，このような出、

版警察法制のもとにあって・一極法｝とよる規’

制を受けた普通出版物についてだけであるr

したがって，この密接不可分の二元性の山方

だけを取り上げ分離して対象とすることは，

その全体からすれば，一面だけを見ることに

終始し，’ 岺O期Q出版警察法制下め図書館に，

ついての考究も，はなはだ中途半端に終らざ
　　　　　　　　　　　　　ト
るを得ないおそれがある。セかし，その全体

をここで扱うことは，定期刊行物の問題が持

つ特質からいっても，馳 ｻ在の筆者にとっては

なお困難であるので，本稿では，まず，普通

出版物ρ取扱いを！うぐる戦前期出版警察法制

下の図書館に焦点をあわせて，考察すること

　とした。

　注
　（1）寄目における『「権力」め主体は・国家

　　だけに限らない。社会におけるイデオロ，’

　　ギー緯制の要）拝は・．あるいは平式の法的．

　　な公権力規制の形態をとり，あう熔は自

　　主検閲制度の形姿を採用セ，昂るいは非

　組織的な私的プレッシャーの形式をとる

　など，多様化しながら表現の自由の場に

　侵入しつつあるごとが指摘されている。

　奥平康弘「戦前の出版・言論統制」ジュ

　リスト378号（1967）31頁零下。

幽（2）この場合の閲覧の制限は，資料の亡失

　や損傷を防ぐ目的からの閲覧の制限とは

　はっきり区別されなければならないのは

　もちろんである。後者は，純粋に図書館

　め技術的な問題であるからである。

（3）佐々木敏雄「焚書・禁書、・検閲につレ・、

　ttて」図書館評論3号（1962）17頁以下。

（4）帝国図書館では，かかる図書を「禁閲

　本」と呼び，後述するように冊子目録上

　も「禁野」の朱印を押して抹消していた

　ようである。ところで，「閲覧禁止本」

　ゐ概念は，「禁止本」のそれと同一では

　ない。すなわち，「禁止本」とは，出版・

　警察法制のもとにあって流布を禁じられ

　1たいわゆるr先回本」を指すが1「閲覧

　禁止本」ほ；・蔵書としての，「禁止本」の

　ほかに，その周囲のものを含むくまたは

　含む可能性のある）ものである。「禁止

　本」は」英米ではprohibited　bookと呼

　ばれる（文部省編r学術用語集一図書館

　学編』1958，54頁）が，「閲覧禁止本」

　にぴったりする語はないようである。こ

　の意味で，との問題は日本の図書館に固

有なも触とも思纏るが・ひろく社会

　的存在としての図書館からは，この問題

　の存在が理論的に想像できる点であるこ
tt

ﾆから，国内はもちろん，外国の図書館

　でどのようになっているかが興妹深い。

　なお，米国議会図書館のDelta　C611eb－

　tion　lま「禁閲集書」と呼ばれているが，

　その内容は，「閲覧禁止本」のとらえる

　内容と，共通する面もあるが，一致しな

　い．　’　Delta　Collection　lこついてLibrary
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　　bf　Congress，　Divisional　Manuals　No’．18

　　－Rare　Books　Divisfon．（！951）　p．44；

“　Library　of　Congress，　Annu’≠戟f　Report

　　1954，P．43をみよ。

　個　　「図書館員は，読書の自由を制限レよ

　　うとする人々にとって主要な的であ66

　　公共図書館による図書の購入を検閲する

　　公然とした企ては，従来では比較的少な

　　．かった。しかし，・そこには公けの注意を

　　』ひかないし，あまり目につくことではな

　　いが，より浸透した図書館員に対する庄

　　迫を想像するζとは難くない・図書総員

　　は，しだいしだいに，ある特定の種類の

　　、図書の購入や閲覧を自発的に削減するこ

　　とによって，公けの論争を避iけようとし

　　ているということは，これまで推測され

　　てきていることである⊥Mckeon，　Mer－

　　to，n　and　Gellhorn，　The　Freedom　to

　　Read　：　Perspective　and　Prograni

　　．（1957）P．80（拙訳）

個．この法の二元性は，・主として，明治政

　　権確立過程における星雲状態がi印刷物

　　一般についての体系的な法制の制定を妨

　　げ，目前の必粟からする散発的な取締り

　　規定を定めるのに終回せしめたのに帰因’

　　するといわれる。奥平康弘「検閲制度」．

　『1講座日本近代法発達史11巻（1967）　139、

　　頁以下。

・1　出版警察法制と図書館

　1．　出版警察法制の旧観

、戦前期出版警察法制の普通出版物に関する

・基本法は，「 o版法であった。ζ：の法律：は，明

輪26年4，月14日法律第！5号を以て公布された一

が，、それ以後，昭和9年に若干の改正が加え

られただけで（7），昭和20年の敗戦による失効

に至るまで，半世紀以上の長い間，ずっとそ

、の猛威をふ、るってきためである。』

　噛この出版法は，新聞紙または定期に発行す

る雑誌を除く，すべての出版物について適用

された（法第2条）。

　　しかるに，その内容で最大の核心をなして

いたものは，内務大臣による出版物の発売頒

布禁止権であ’っ㍗といえる。すなわち，出版

法制19条ほ，（1）安寧秩序を妨害し，’または（2）

風俗を壊乱するものと認める（8）文書図画を出

版した時は，内務大臣は・，その出版物の発売

頒布を禁止し，その刻削および印本を差押え

ることができると規定していた。この権限は

内務大臣のいわゆる自由裁量行為に属するも‘

ので，，ひと準び処分が出されると，その判断

の当否についてはもはや裁判所でも争うこと

ができなかった。ζのように，内務大臣の行

政処分が，司法審査をも完全に排除し，最終

的な判断としての強制力を持っていた点に，‘

その特質があった。

　そして，、あらゆる出版物に対するこのよう

な処分を制度的に可能にし，かつ保障してい

たのは，同じく出版法によって強制的に義勝

づけられた納本制度である。出版法は，’民間『

におけるあらゆる出版物について（9），発行の

日から到達すべき日数をのぞいた3目前まで

に，製本2部を出版届も添えて内務省に納本

すべきことを義務づけそいた（10）西（丁字3条以．

下）。・この法の強制のもとに，本来自由であ

るべき出版が，まず発行の際の無届という形
　　　　　　　　
式的要件の欠如によって，・しばしば非合法出

版というレッテルをはられて葬り去られたの

である（法第22条以下）。．

　ところで，出版法による発売頒布禁止処分・

の権限は，法文上内務大臣に専属す旧きもの

であった。しかしその現実は，内務大臣一警

保局長」地方長官一警察部長一保安課長（特

「高課長）一二署長一巡査・あるいはよ螺

・的には，警保局長一保安課長（特高課長）の
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密接な連繋のもとで，第一線め警察官がまず

摘発し，『末端警察段階で：事実上の発売頒布禁

止（仮）処分を行ない，事後的に内務大臣の

追認という形での処分が慣行であり得たこと

が指摘される（11）。このことは，この権限が

法文に反して，内務省実は警察の専権であっ

’たことを示す』そして，これを支えたものが

戦前における中央集権的警察組織であり，そ

の法と組織の実態の総体が，t，こに出版警察

法制と呼ばれる所以のものであるということ

ができる。

　しかるに，このような法制ほ，朋治26年の

出版法の制定を待って始めて出現したのでは

なかった。戦前期出版警察法制の序章は，明

治新政権の成立と同時に幕が切って落された

といりてよい。当初それは，幕藩体制下め草

稿検閲制をそのまま採用し左発行に関しての

許可主義をとっており，なお著作権に関する

規定と混合のうちに立法されていた6そζに

は，いくρかの布令が出されたが，，明治26年

以後の法制の原型は，明治8年9：月3日太政

官布告第135号の出版条例に早くも見出され

る。すなわち，この年6．月に，出版に関する．

行政事務が文部省から内務省に移管されてい

たが，この出版条例では，納本先が内務省と

され，発行については従来の許可主義から新

たに届出主義へと改正されたのであった（12）。

　そして，：この法制が以前に含んでいた著作

権規定を切り離してほぼ確立しだめは，明治

20年12月28日勅令第76号をもって公布された

出版条例による。これは，明治18年に太政官

制度が新しく内閣制度に変ったことに伴って

新たに勅令として出されたが，その実は，来

たるべき明治22年2，月11日の憲法発布を目前

にして，既成事実としての出版取締法規を確

立する意図のもとに制定されだものといって

よい（13）。かつ，ここで始めて，内務大臣の

㌧発売頒布禁止権が明文で規定されるごとにな

った。このようにして，明治憲法が保障する

「著作印行の自由」（第29条）も，それが単

に近代憲法としての粉飾にすぎず，後に発生

する戦前期出塚警察法制の特質として欠かせ

’ない法外の強制とあいまって，明治憲法下の1・

名のみの表現の自由の実態が生まれていった

といっても決していいすぎではない。

　戦前期出版警察法制の基本構造は，概括的

にいって以上のようであったといえるが；こ

の問題を見る烏合に欠かすことができないこ

とに，この法制が出版法の文字通りの規制方

式以外の，いわば法外の方式による強制を伴

っていた点がある。また，特にファシズムの

進行とともに，固有の出版法制の他に多くの

出版特別法を生み出した点も看過できない。

前者の代表的なものとして，当該部分の削除

処分がある（14）。　これは，大正末期から昭和

初期にかけて，折からの活宇文明の燗熟とと
もに，’ }増する発売頽布禁止処分に対して，

民間からの要望などもあり　・，経済的損失も大

きい全面的な禁止処分ではなく，該当部分の

切取削除処分が，この法制に大きな役割を果

たすようになったものだといえる（15）。後者

については，治安警察法（16）（明治33年3月

’！0目畑鼠36号），不穏文書臨時取締法（昭和

11年6，月15日法第45号），国家論：動員法（昭

和13年4月1日法第55号），言論・出版・集

会・結社等臨時取締法（昭和！6年12，月18日法

第97号）などがあった（17）。事実はこのよ．うに

，して，形式的にでも講会制度のもとで確立せ

られた「著作印行の自由」がつぎつぎと踏み

にeられていったといえる。

　、このよ「うな戦前期出版警察法制の全貌は，

敗戦による内務省の解体のためもあって，現

在なお解明しつくされていない。今後，この
t

法制と直接間接にかかわりのあった歴史の証

言が待たれる（18）（19）。

　なお，内務省では，禁止単行本の目録とし
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　て，r禁止単行本目録』を作成している。そ

　餌ヰ明治20年から昭和9年，昭和10年から昭・

　和13年，昭和14年から昭和18年と3冊刊行ざ

　れている（20）。、そこには，明治20年から昭和

　18年までに発売頒布禁止処分になった出版物

．が安寧関係と風俗関係に分サて登載されてあ

　る（21）。その数は，安寧2，112点，風俗1，539

　点，合計3，651点にものぼっている。

　　注

　　（7｝もっとも，審議未了に彫ったが，第51

　　議会（大正15年），第52議会（昭和2年）’

　　．に，　「出版物法案」が上程されるなど，

　　改正の動きはあったゐ福岡井吉「昭和期，

　　　r発禁』の概要」小田切秀雄＝福岡井吉・t
　　編r昭和藻発禁年表』上巻（・965）

　　　　　　　新聞　・
　　　7頁以下。　　　　　　，

　（8）なにが「安寧秩序妨害の事項⊥であっ

　　て，なにが「風俗壊乱の事項」であった

　　かについては，出版警察当局による定式『

　　化が試みられていたが，之こでは枚挙に

　　いとまがない。例えば・奥平前掲「検閲

　　制度」　17！頁および191頁，福岡前掲15

　　頁以下を見よ。

　（9）官庁の出版物については，この点緩和

　　された規定がある（法源4条）。このこ

　　とは，民間の反政府，反体制的言論を封

　　じることに大きな眼目があった，出版法

　　の本質を示しているといえる。

　㈲　わが国の納本制度について，例えば桜

　　井保之助「我国の納本制度について」

　　図書館研究シリーズ5号（1961）117頁

　　以下。

　（11）奥平前掲「検閲制度」・170頁。馬屋康

　　．成男・r日本文芸発禁史』（1952）．27頁以

　　下。

　（12）戦前の出版警察法制が，許可主義では

　　なく届出主義を採用していたことは，自

　　由思想のあらわれであるとする見方が戦

　　削の通説であったし，戦後にもそう解す

　　る向きもある。しかし，戦後になって次

　　第に解明されてきているこの法制の実態

　　は，届出主義も許可主義とほとえ・ど変ら

　　ない本質を持っていたことを示していよ

　　うQ

　⑯　奥平前掲，「検閲制度」　146頁以下。

　⑩　福岡前掲手7頁。

　個　このほか，分割還付制度などがある。

　　しかして，戦前期のいわゆる「発禁本」

　　の総体は，発売頒布禁止処分になったも．

　　のに限らず，削除処分および分割還付処，

　　分に付されたものをも含めて考える必要

　　がある。

　㈹後出の「二丁処分」は，この法律の第

　　16条以下の規定によるものであろうか。．

　㈲　また，直接的には出版統制を目指した

　　ものではないが，戦争経済体制のもとで

　　物資不足に伴う用紙の統制は，この分野

　．忙おいても強大な力を持ったことが指摘・

　　できる。

（18）内務省警保局では，出版警察実務の資

　料として『出版警察報』（昭和3年10月

　創刊。月刊。149号．以上は出され，昭和

　19年まで発行されたことが推定されてい

　　る）を発行していた。

㈲　ここまでの叙述は，上に掲げた文献の

　　ほか，つぎを参照した。小林善入編『出

　版法規総覧』’（1929），榛村専一‘「出版

　法」現代法学全集第36巻（1931），斎藤
x

　昌三r現代筆禍文献大年表』（1932），戒

　能通孝編r警察権』（1960），目本書：籍出

　版協会編r日本出版百年史年表』（1968）

圃　国立国会図書館にば，これらの目録の

　　うち，これまで明治20年から昭和9年の

　秀しか所蔵がなかったが，このたび昭和

　10年から昭和18年分のマイクロ・フィル

　ムが入手された。なお，それによると，
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』昭和！4年から昭和18年のもの

　の発行には，従前からの内務

　省警保局に加えて，新たに情

　報局が顔を出している。

⑳　以上のほか5思想関係の発

薄薄の目録として，文部省教

　学河津『思想関係発禁図書一

　覧』（1942）などがあ．る。

　2．出版警察法制と帝国図書館

　このような国中のすみずみまで

がんじがらめに張り巡らされた出・

版警察法制のもとにあって，公共’・

の図：書館といえども，ひとりその

枠外に立つことはできなかった。

このひとつの例が，・明治43年の大

逆事件の影響による出版添弾庄の際に見られ

る。

　この年，5，月末からいわゆる大逆事件の検

挙が始まった。この時期に符節を合わせて・

℃8月1日には，岡田良平文部次官が，全国の

図書館から風俗を壊乱し安寧秩序を棄乱する

1図書を除去すべき旨を，各地方長官に通牒し

’ている（22）。’ ｻの際，当時唯一の国並図書館

であった帝国図書鯨では，このような図書の

一除去について自館の蔵書の中から目録を作成

し文部省た上申したととが，つぎのような文

書（23）（凸版参照）からうかがわれる。（句読点〆

は筆者）
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　　　　文部省専門学務局長’福原鎮二郎

　帝国図書館長　由中稲城殿

　追子本文図書ハ閲覧目録ヨリ削除相成度，

此段為自室添候也。

　続いて，三年9月に入り，今度はこのよう

な図書について，明治32年頃発行されたもの

までに遡って内務大臣による発売頒布禁止処

分が行なわれた。当時の文部省から帝国図書

館あての文書はつぎの通りである。

’出版物発売頒布禁止又ハ差押処分二関シ内

務省ヨリ別紙写ノ通旦通牒有之恩間些段及移

牒候也。

　　明治四十三年九月十三日

また，

　左記出版物ハ内務大臣二日テ安寧ヲ妨害ス

ル毛ノト認メ，出版法第十九条二依リ発売頒

布禁止及旧版並印本差押処分相成候処，右ハ』

官報二三載不相成三二付御了知ノ上，右回三
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物バー般公衆（学生，生徒）ノ閲覧二供セサ

ル様御取締相成度此段申三三也。

　　明治四十三年九月二十一目

　いずれも，内務省ゐ処分を帝国図書館に伝

’えたものであるが，特に後者の通牒に馳「右ハ

官報二掲載不相成候回付」とあるのは注目に

価する。すなわち，d 燒ｱ省は発売頒布禁止処

分にっき，従来は一「告示」の形をとって官報

に掲載して咋が・こ噸からはそ曝載を
やめぞ∫r内務省訓⊥やド内務省秘」とじて

秘密裡にかかる行政事務を行なうドこととなつ

　　　　　　　　　　きたこどを示している。このことは，敗戦まで

、その実態が一般に知ちされず，今もって明ら

かに知りつくすことができない戦前期出版警

察法制の持らていた特質の一端をあらわにし

ているといえる（24）。

　さて，上の例に見られるように，帝国定書

館はその監督官庁であった文部省を通じて，

内務省の処分の通牒を受けることになってい

た・この文部省からの通牒は，明治43年当時

は文部省専門学務局長名でなされているが，

大正．2年中頃から文部省普通学務局長名に変

り，大正12年頃までこの形は続いている。

　文部省からの通牒は，謄写版やコンニャク

版によって一定の書式が既に作られており，

内務省から処分め通牒があった際に，必要事

項だげが記入されで帝国図書館に送付されて

いたことが，現存する文書かち知ることがで

きる。その書式はつぎの通りであった。

　；左記出版物ハ内務大臣二連テ風俗ヲ壊乱ス

ル〔急雨秩序ヲ妨害スル〕モノト認メ，出版

法第十九条二三リ発売頒布禁止四刻版並印本

差押処分相成三白，内務省ヨリ通牒有之候間

此段及通知候也。　　　　　　　、

　　　年　月　目

　　　　文部省専門〔普通〕』学務局長名「

帝国図書館長、殿

　大正12年終り頃になると，’この通牒は，内

．務省警保局長から文部省普通学務局長あての

文書についてり帝国図書館長の供覧という形

で行なわれている。すなわち，この文書も謄

写印刷されており，文面はつぎのようなもの

であった。

　内務・省秘第号

　　　年　月　日

　　　　　　　　　内務省警保局長
　　文部省普通学務局長殿・　　噛

　　　出版物発売頒布禁止ノ件通牒

　左記出版物ハ内務大臣二四テ風俗ヲ壊乱ス

ル〔安寧秩序ヲ妨害スル〕モノト認メ，本日

出版法第十九条二依リ発売頒布禁止響町版並

印本差押ノ処分相成候也。

　　　　　　　　記

　この文書上には，文部省の普通学務局長，

図書局長，東京博物館長および帝国図書館長

などが供覧済の印を押している。

　ところが，昭和5年になると，発信人が文

、部省社会教育局庶務課長となって，つぎのよ

うな書式の通知が行なわれるようになる。

　　　年　月　日

　　　　　文部省社会教育局庶務課長名

　　帝国図書館三殿

　　’出版物発売頒布禁止ノ件

　左記出版物ハ内務大臣二於テ　　　．　ト

認メ　月’日出版法第十九条二依り「発売頒布

i繋縛及刻限並印本差押ノ処分相成タル旨内務

省警保局長ヨリ通牒アリタルニ付此段依命通

知ス。

　　　　　　　　記’
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　しかるに，喀和8年になると，r出版物行　　発禁処分の増加にあいまって，富山市立図書

政処分月報』が内務省警保局から発行され，　　館長菊盛永造は，「発売禁止引書速報」と題

発売頒布禁止処分，削除処分等の通牒を送付　　するつぎのような提案をしている（27）。

して来ている（25）。　　　　　　　　　　　　　　「近頃思想問題，風教問題に関連し発売禁

　その後，昭和15年になると，ζのr月報』　　止図書が非常に多くなった。図書館に於ては

は，r検閲週報』となる。これも，謄写印刷　　良書を選択するに努あてみるが・時折り発売

されたものであわ，帝国図書館では，上野警　　禁止になってみるものがある。愈々内務省了

察署から2部受けとっていた（26）。　　　　　　　本月報，東京堂月報にて見る頃にはもう一月．

　注　　　　　　　　　　　　　　　　　も過ぎてみることもある。又警察から発売禁

　㈱　前掲r目本出版百年史年表』　27頁。　　止の雑誌図書没収に来られることもある。か

　㈱　国立国会図書館に現存する帝国図書館・一かる状態では図書館の権威に関する。社会教

　　時代の検閲関係通牒の綴による。以下こ　　育家の中心なる図書館員は警察よりも早く或

　　の種で特に引用渉ない限りこれによる。　　はそれと同時に発禁図書の内容と理由どを知

　㈱　奥車前掲「戦前の出版・言論統制」∫・　、りたいと思ふ。或は内務省と文部省と協定

　　35頁。　　　　　一．　　　　　　　　されて全国図書館に速かに通知願ひたい（28）

　㈹　このr月報』がどのルートから帝国図‘　（29）」

　　書館に送付されたかは，明らかでなV）。　　　この捷案を契機として・続く昭和9年にな

　　なお，このr，月報』は，主に各地方長官　　って長野県立長野図書館長骨部門三郎は・、こ

　　にあてた印刷物であったようである。一　　の問題についての意見をのべている。それに

　㈲　現存していうrr検閲週報』処理要領」　よると，『発禁物を二二することは・搾刻な問

　　という当時の担当者のメモによる。また　　題であるが，内務省から二二県警察部に発禁

　　同メモには，　rr検閲週報』二関スル処　　処分の都度速報されることから，昭和8年春

　　理ハr出版検閲処分二伴フ図書処理要　　頃からは中央図書館とし℃県警察部と連絡を

　　領』二基キ之ヲ実施スルモノトス上とあ　　とって，その都度その通知を受ける方法をと

　　る。これから帝国図書館にr出版検閲処　　っていたということである⑩。

　　分論点フ図書処理要領』なるものがあっ　　　このような処置が．便宜的にも全国的にひ

　　たことがわかるが，残念ながら筆者は確　　ろく行なわれていたであろう・ことは推測でき

　　「擁することができなかった。，「　1　　る（3・）C32）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
　3．公共図書館界の事情　　　　t’t　　　　　吻　r図書館雑誌』！64号（i933）169頁。

　帝国図書館にほ，現存す登記録を見る限り　　　㈱　昭和8年という年は・図書館界におい

では，少なくとも明治43年以降当局からの処　　　　でも中央図書館制度などを骨子とした改

分の通牒がもたらされていたことが明らかで　　ノ　正図書館令が出たりして・全国的統制が

、あるが～．この点，他の公共図書館では当初・　　　制度として整えられた時期である。

かかる処分の逼牒が日常的ζもたらされるこ　　　働　時期的に少々前後するが・この時期の

とはなかったようである。　　　　　　　　　　　末端警察における発禁本に関する執務心

　例えば，昭和8年5丹の目本図書館協会主　　　　得の例は，つぎのようであ『た。　「図書．

催第27回全国図書館大会において，折かちの　　　　館，汽車，汽船，待合所，其ノ他一曙町

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一，　46　．



委圭麟羅無二纏勿；謀・

　キハ管理者又ハ所有者二対シ発禁処分三

　付セラレタル旨諭示シ可成任意提供セシ

1蕊1聯鋳灘鞭
　制度」　196頁。

㈹　乙部泉三郎「発禁物と公共図書館」図

　書館雑誌　173号（1934）』105頁以下。、

繋勲縢灘鐸講評
　い。　『図書館雑誌』には，その：創刊以来

　確認できる限りでは訓注のものも含めて

　4度しか瀬塗だしていなv＞。、なお，『図書

館雑誌』2σ0号（・936）・86頁・r同誌』

　213号（1937）272頁。’

㈱　　r千代田図書館入十年典』（1968）中

　「戦時下〆）駿河台図書館」の項には，納

　本制度検閲制度の変遷について主として

　図書館側から見た立揚での，詳細な非常

　に貴重な叙述がある。同書171頁以下。、

　4．、ファシズム下の図書館

　日本におけるファジズムは，昭和10年代に

入って；ますまナその本質をあらわにしてく

る。昭和11年6．月に世論の反対（33）を押切っ

て「不感文書臨時取締法」を公布施行したの、

に続いて，ついに昭和15年7．月になつ℃，内

務省は二軍的出版物の一掃を期して，岩波書

店，二本評論社，平凡社その他30三社の出版

物130点を発売頒布禁止処分にし，同時に発1

行所および新古書店を一斉に臨検して左翼関

係書の現品ならびに紙型の押収その他の処分

を強行した（34）。またジ同年9，月には，内務省

警保局検閲課は，こ明現在の佐翼出版物

三三処分台帳」を作成して処分につき検討を

開始し，翌昭和！6年3，月になって，新旧459

警轡灘騰套響盆画撫
で何等の歯止めなく吹き荒れることとなる。、

この間，一度は検閲を通って世に出ることが

、欝鍵錨厚徳離塁

　ところで，この時期の図書館は，かかる情

勢のもとにあってその加担を余儀なくされて

おり，，帝国図書館の場合も，蔵書中から該当

惣燵葉四丁験たこ

　上特高第八三五号

　　昭和十九年八月二十九日・

　　　　　　　　　　　上野警察署長

　　帝国図書館長殿

　　　　出版物治警処分二関スル件tt　L

　昭和十五年七，月中出版物一斉調査二心シ左

翼的論調多キ出版物トシテ御高配相煩摘出シ

置キタ・レ貴覧臓書二関シテ・・其後稟議シタル

結果左記ノモノヲ除キ他ハ悉ク治警処分二三

、スベキ旨検閲課ヨリ本日指示アッタルヲ以テ

ー般ノ閲覧ヲ禁止ノ上別途保管相成度此段四

通三吟候也。　　　　　　　・　　　　　’

　　　　　　　　記（略）’

　この時処分を受けた帝国図書館の図書は，

リストによれば23『点あり，最も古いところ

では大正9年3月31目受入れのものも’
?驍ｪ

「大部分は昭和1ケタ：に受入れたものである。、

また，当時め帝国図書館め事：務担当者が，こ

の間曝騨っ欧つぎのよう雄記忘し
ていることは興味深い（37）。、

　　「昭和19年春，大量にのぼる発禁処分本の

』通報ありだるに因り，同様の趣旨より見そ上

記通知なきも禁閲処敷附するを可と決め，、

蔵書中より摘出しありたるものを，上野警察
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署特高〔某〕民之を検閲，目録に書きあげ，

警視庁に伺出せられし処，一部（8冊）を除

く全部警視庁より治警処分に附せられ迄る旨

通報に接したるものなり。よって発売禁止本

として取扱ふことを要す。」

　また，この時期には，いわゆる．「検閲の窓「

口」が増加し，とくに防諜や戦意高揚などり

名月による憲兵の干渉が厳しくな？て，図書

館に閲覧禁止の本が生まれたという記録が，

「図書館史」（38）に残っている。

　注

　㈹・例えば『朝目’新聞』昭和11年5．月19日

　　社説「不穏文書と総動員秘密」

　画　前掲r日本出版百年史年表』昭和15年

　　7月10目の項。

　㈲・同前注，昭和15年9，月10目，昭和！6年．

　　3月7’日の項。

　㈹駿河台図・書館でも，これと同じような・

　　取扱いがあった。前掲r千代田図書館入

　　十年忌』196頁以下。

　（30注㈱の綴の中に入っていた，当時め担

　　当者のメモによる。’，

　㈹　県立長9＄図書館『県立長野図書鯖三十・

　　年史』（1959）83頁・＿成田図書館r成田

　　図書館周甲記録』’（！961）・169頁．．前掲

　　　『千代田図書館八十年史』202頁以下。

　5．納本図書の行方
　前述のよ「うに・聯前期出版警察法制と密接、

な関連をもつ納本制度による納本は，．明治8

年出版条例以後ジ製本2．部と義務づけ6れて

　　　　　　　　　　　　　　　1
いたσ

　この綿本2部のうち，1部（正本）につい「

ては検閲の用に供したあとは，内務省におい

て永久保存されるのが建前であった。しかる

に，その他の1部（副本）については明治8

年に当時納本事務ρ所轄庁であった文部省准

三三において，当時の国立図書館であった東

京書籍館に回付することを決定している（39）。．

その後納本事務の所轄が内務省に変って，東

京書籍館も東京図書館，帝国図書館と変遷し

たが，・この回付の措置は敗戦によって内務省一

が解体するにいたるまで続いてとられてい

’鵡

　それでは，正本1部は内務省においてどの1

ように保管されていたか。それは明治8年に

・図書寮，明治9年には図書局，明治17年5，月

には「千代田文庫」を設置して保存するよう、

になっていた。乏ころが，この内務省保存本

の大多数は大正12年9月の関東大震災によっ

一て焼失してしまうことになった。ところで，

内務省は正本・部についで「内務省委託劇煩

という形で市立図・書館に払い下げを行なつでぎ

いる。駿河台図書館では少ない年で約3午f町

多い年で約6千冊三座を，毎年委託されてお’L’

り委託本がその蔵書の相当部分を占めていた

という（40）。これから察すると，この内務省委

託本の制度は，一般図書についてはかなり広

範に慣行化していたものとみられる。41）‘4’2）。

　注
　㈲　前掲r目黒出版百年史年表』53頁。な

　　お，岡田温「旧上野町彫館の収書方針ど・

　　その蔵書」図書館研究シリーズ5号（19

　　61）202頁。

　㈹　前掲r千代田図書館八＋年史』の183

　　頁以下。

　㈹、この制度が，いっから始まったかは不

　　明である。

　㈹　発売頽布禁止処分等を受けた図書につ

　　いても，内務省委託本としたかは疑わし

　　い。後述するように，震災以後は発禁本

　　でもその副本は帝国図書館に回付されだ

　　が，一正本は内務省が依然保存していたも

　　のと思われる。内務省：本の多くは敗戦後

　　にGHΩ一WDC（ワシントン・ドキュ

　　　メント・センター）一LC（米国議会図
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へ

　　　書館）という経路をたどっている。鹿野

　　　政直「アメリカ国会図・書館収蔵の小本関

　　　係文書について」史観73冊（1966）’　95頁

　　　以下。福岡前掲r下巻（一）』（1967）6頁。

　　H　帝国図書館における閲覧禁止本

　　帝国図書館は，前述したように，出版法に

よって綿本された出版物2部のうち1部につ

一画て，内務省から交付を受けることになって

いた。帝国図書館では，それちを「内交」奉

と呼んでいたが（43），かかる　「内交」本は，

この図書館の蔵書の基本的な構成において，

重要な要素を持っていたといってよk・。

　、一しかるに，出版警察法制下で処分を受けた

出版物についての帝国図書館の取扱いはどの

　ようであったか。’

　これたついて，帝国図書館の蔵書としての

　「発禁本（44）」の肉容と，その取扱いの概要

偉以下の通りであったことが推定される。

　前述した通り・出版物が発売頒布禁止等の

処分を受ける場合をその時期で分けると，（／）

納本後，発売前に処分を受ける場合と，（ロ）い

ったん発売を許さ．れた後，事後的に処分を受

ける場合とがあった。そこで，帝国図書館の一

　「内交」本には，譜禁泳も含まれていたかで

あるが，結論的にいうとつぎのようになる。

④については，当初発禁本は交付されること

ttはなかったが，後に昭和期になってからは発

禁本についても交付を受けることになった。

（ロ）については，すでに交付を受けもしくは寄

・贈，購入等で収集していた場合，大方は「保

留本」として図書館において別途保存がなさ

れたようである。　　　　　、

　帝国図書館に受入れ6れた蔵書としての発，

禁本は，その発隼原因とその時期的な原因に．

より，取扱いの上で種々の差異があった。し

「かし，つまるとこ、ろ共通することは，すべて

　の発禁本は，ひとつの図書館の判断をはるか

　に超えた次元での出版警察法制の与える強制

　のもと．に，閲覧禁止本として，今次敗戦まで

　まったく秘密裡に処理され，その存在だけを

　ようやく保ってきた点にあるどいえる。

　　帝国図書館が所蔵していたか譲る閲覧禁止

　本の種類と，その実態はつぎの通りであるσ

　　11）「禁　函

　　一度図書館資料として受入れられ，排架記

　号を与えられた後に，内務大臣による処分を・

’受けた出版物について，当局からの通牒によL

　り，原函架から引き抜いて別置隔離した図書

群である。

　　これらの図書には，従来の函架番号（請求

　記号）のほかた，「禁＝○番」という新たな，．

番号が付与され，ラベルの上に表示されてい

　た。　「禁野⊥図・書の分の閲覧用目録（冊子目

録およびカード目録）は，．処分の通牒があっ．

．た時に削除もしくは除去されてしまい，閲覧「

者はかかる図書をいっさい閲覧することがで

　きなかったと思われる。

　　「禁男」図書Q目録としては，帝国図書館

　の事務担当者の作成にかかるr発売禁止・閲

覧制限図書函号目録』がある。こρ目録には．

　「禁」の図書番号順に，書名，著者名，受入

年月日，冊数が記載され，各備考欄には原函

架番号および処分年月目が記入され七いる。

　　「禁函」図書には，前述した大逆事件の影
・t

ｿによって発禁となった図書45点を筆頭に，

、全部で245点あった。その中には，滝川幸辰

　『刑法読本』（昭和7年刊），美濃部達吉『憲

法撮要』（大正12年刊奪），河合栄次郎『ラァ

シズム批判』（昭和9．年刊5なξ，歴史的に

名高い筆禍事件による受難の書も含重れでい

る。

　しかるに？すでに蔵書となっているものに

処分がなされた場合，それらの図書の中には

上記のように「三三」として別置隔離保管ざ，
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れたもの（？ほかに，当局によって図書館から

没収されることもあったのではなかろうか。

この間の：事情について，岡田温元帝国図書館

長（昭和21年5月31日一昭和33年5月31目）は，

つぎのように書いている㈲。

　「一しかし既に上野図書館へ交付された

以後において，禁止，、削除その他の行政処分

の行なわれることも屡々であったが，この時

は上野地区の所轄署であった上野警察署から

係官が来館して当該図書を没収して行った。」

しかし私が事務を担当して間もなくの頃から

は，図書館から直接内務省に返却すべきこと

を理由に没収に応ぜず，かといって内務省へ

も返却せず，密かに館内館長室に厳重に保管

していた。一」

一寸には，後述するように，内務省の了解の

もとに発禁本も帝国図書館に保管することに

なるが，当初におy・ては，鴎鰍ミ発禁本に

ついても文化財としてできるだけ保管してお

こうと腐心していたことがうかがわれる。

　（2）禁　安

　「仁安」図書とは，発禁本のうちの安寧秩

序の素乱という理由で処分にあったもののう

ちで・内務省から交付があった分について・

帝国図書館でそう呼んでいたも．のである。こ

の点で，つぎの「楽風」図書ζ性格が同じ，で

あるといらてよい。

　納本で発i禁本となったものは，はじあ一般

図書と同じ’く帝国図書館！『交付されることな〆

く，内務省内の特別書庫に収められてい左。

ところが「大正震災の折，内務省＝書庫が焼失

して肇禁本を失なったため，当局が不穏な世

情の思想調質に甲惑した事仰を理由｝『∵発禁

本といえども1部は上野図書館に交付して厳

重に保管せしめジ万tの際の用に供すべきζ

とを説明して同省の了解を得た。爾来上野へ

の交付後のものはもとより，交付以前に行政

処分を受けたものについても正式に上野図書

　館に交付されるζとに塗ったf46）」という。

　　したがって，’r禁安」　「禁風」図書の中味

　は，大正12年以降に処分を牽けたものだけで

　ある。

　　ド禁忌」　「温風」図書は，このよう駅馬内

務省から帝国図書館に交付された時点では，

，既に「発禁本」と’いちレッテルが付されてい

　たものである。そして，帝国図書：館では，そ

　れらを何年に1度か一括して受入れ，独自の

　書架番号をつけて，一般図書から別置保管し

　ていた。それ故に，　「禁安」．「良風」図書に

　あっては，それが蔵書として保管ざれている

　ことすら，戦前にはまったぐ閲覧者その他の

　利用者において知ることができ、なかったとい

　える。・・この点，「禁函」’図書の場合は，例え

　ば冊子目録上一応は削除されて，　「禁閲」の

朱印が押されていたとしでも，かかる蔵書の

　存在がとれから推し知ることができたのに対

　し，こちらはまったぐの抹殺という状態を生

　じさせていたといえよう。”

　　「禁安」図書：の目録には，事務用の『発禁

　図書函号目録一安寧ノ部』およびカード目録

　（二部欠）がある6一これらの目録によれば，

　r禁宥」図書は1，080点ありへ、その内容はつ

　ぎの通りである。

　禁安1（1－778）t－昭和12年移管・整理密

密安4、（779｝831）昭和14年移管整理分

禁止5’（832－955＞昭和15年移管・整理分t‘

・妬心7（9『6一・：t’・　080）昭和17年移管・整理分

　・（3）禁・風

　　「禁風」図書は，上述レた「禁安」図書と

　同一の性質のものであり，その背景も同じで

　ある。その差異は，「良風」図書にあっては

　処分理由が風俗壊乱である点だけである。

　　・目録には，事務用め『発禁図書函号目録一

　風俗ノ部』およびカード目録（一部欠）があ

　るが，それによると，「禁風」図書は359点

　あり，その内容はつぎの通りである。
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禁酒1（1－302）昭不叫2年移管「整理分

塾風4（303－326）昭和14年移管・整理分

禁嵐5（327－337）昭和15年移管・整理分

禁風7（338－359）昭和17年移管・整理分

　　ところで，以上の「禁函」「禁安」「禁篭」

として蔵書がある発禁本は，当時処分を受け

た発禁本の全体からみれば，どめ程度のもの

であ6うか。昭和、5年から昭和9年号での5’

力年に処分を受けたものについて，数字上の

・比較をしてみると，別表めようになる。

　この5力闘について，完全なる三三本すな

わち発売頒布禁止処分を受けたものだけに限

っていえば，全体の55％である。この数は，

やはり戦前期出版警察法制のもとで処分され

た出版物の全体からは，ほど遠いといわなけ

ればならないだろう。・（次頁別表参照）

　（4）秘

　　「秘」図書偉，，主に昭和17年から19年にか・

けて納本され，tt内務省から交付を受けた図書

であるらしいが，函架目録等の記録がなく，

詳細は判明しない。三三確認できるところ，

　「秘一90」まであるところがら∫少なくとも

90点以上はあっ準ものと推察される（47？。

　㈲　その他　　　　・　　　　　一

　帝国図書館の閲覧禁止本は，以上のほかに

も若干あったごとが，現在残っている資料か

らうかがい知ることができる。

　そのひとつは，和装の「禁国本」である。

これは，江戸時代から明治時代に刊行された

写本等の和装本だけの資料群であるが，それ

が一般図書の函架から別置された理由は不明’

である。ただ，今推測できることは，刊行年

の古さからいって，明治39年帝国図書館が上

野に開館した前後には別置され，その内容か，

らいって，．風俗関係のものに限られていたよ’

うだといえる。このような和装の「禁閲本」

は，閲覧用目録（冊子）上は，削除され「禁

閲∫の朱印が押されていたが，現在知ること

ができる限りでは85点あった。’その中には，

天和2年（1682）版のr好色一代男』・や，貞

享元年（1684）版『好色二代男』など1現在

では国立国会図書館の貴重書に指定されてい

る図書6点も含んでいた。

　そのふたつは，戦時体制下の治警処分後に

閲覧禁止になった図書である。酋序したよう

に，上野警察署の指示により235点の閲覧禁

止本が出ているが，これと前後して，ユ，248

点，前と合せて1，483点のこの種の閲覧禁止

本があったことが，．当時の記録から知ること

ができる。．これらの閲覧禁止本は，「禁函」－．

と同じ措置をとられて，現物ほ別平野，目録

上は抹消されていた。　　　　　　　　’

　（6）戦後の取扱い

　帝国図書館の蔵書の中にあった閲覧禁止本’

については，普通出版物に限ってセ・えば∴以’

上の通りであったようである（48）。それでは，

、これらの閲覧禁止本が，戦後になっていかに

取扱われたかを若干記しておきたい6・

　戦前期における種々の閲覧禁止本に共通す

ることは，その処分理由が；思想関係か風俗

関係かに大きく分かれることである。

　そのうち，．思想関係で閲覧禁止本となった

ものについ℃は，戦後すぐその解除が行なわ

れた。すなわち・「群肝」について1ま原函架

・に復し，、「禁安」「秘」については，その大

部分を戦後再整理し，一般図書の中に排架す

る措置がとられた。戦争末期の閲覧禁止本も

原函架に摩したのは当然で幽る。しかし，風

俗関係で閲覧禁止本になったものについては

ミ解除≒されたものが，むしろ少ない6「禁

函」和装の「禁閲本」のように，閲覧用目録

にその検索の可能性があるものについては，

請求によって閲覧℃きる。これに対し，「勢

望」にあっては，・現在の閲覧者にもその検索

の途がまったくなく、，ζの点で問題を残レて

いるといえよう（49）。　　　　、
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注

㈹　岡田前掲202頁。

㊥　e下の記述では，発売頒布禁止処分を

　受けた出版物だけに限らず1広い意味で

　削除処分，治警処分等を受けた出版物を

　も含めて，単に「発禁本」と呼ぶことに

　する。、．

㈲　岡田前掲203頁。なお，館長の在職年

　月日は，』r上野図書館80年略史』（1953）

　135頁による。

㈹‘岡田同前注。

㈱　なおこの多くは，出版法第4条によっ

　て納本された官庁出版物であり，防諜等

　の理由でこのような措置をとられたもの

　らしい。

㈹　戦前期のこのような閲覧禁止本の目録、

　が，今後翻刻されれば，一時代の歴史を

　実証するものとして有意義であり機会が

　待たれる。

㈲　現在で1も目録の準備さえあれば，「禁・

　風」の函架番号をそのまま用いて，出納

　は可能であろう。

おわりに

　これまで；戦前期出版警察法制下の図書館

における閲覧禁止本について，若干の史的素

描を試み，その問題の一隅を垣間見て来た。

そこには，当時の図書館が，その基盤とする

社会の激動の中にあって，密接から深刻にそ

の動きに対処していかなければならなかった

ひとつの状況を見出すことができる。

　戦前期図書館における閲覧禁止本のもっと

も大きな特色は，上に述べたように，その背

景として出版警察法制という強制力がひかえ

ていた点にある。出版警察法制のかかる強制

力は，明治政権確立以来，一貫して権力によ

って付与され，その意味では正式な法秩序を

形成していた1そのもとにあ．って，図書館と

いう場でも，近代国家における市民生活のも

っとも基本的な自由権のひとつが制限される

歴史的事実があったということほ，不幸なこ

とだ？たといえよう。

　ミルトン（Milton，　J；，1608～1674）は，そ

の『許可なくして印刷する自由のためにイ￥

・リス国会に訴うる演説』の中で，つぎのよう

に言っていう（lo）。

　「たとえ教義のありとあらゆる風に勝手に

地上を吹きまくらせても，真環がその場にあ

る限り，我々が検閲や禁止などによってその

力を疑うのは不当である。真理と虚偽を組打

ちさせよ。自由な公開の勝：負で真理が負けた

ためしを誰が知るか。・真理によっての論駁こ
そ，’

ﾅ：善の最も確実な禁邊である」

　注

　⑳　ミルトン，上野精一＝石田憲次＝吉田

　　新吾共訳r言論の自由一アレオパヂティ

　　カー』（1953）65頁。

r付記　本稿をまとめるにあたって，閲覧部図

　書課をはじめ，館内外の多くゐ方々のお世

　話になった。深謝申し上げ6次第である。

　　「閲覧禁止本」の問題については，．まこ

　≧に試論的なものであって今後さらに，戦

　後をも含めてその現象面，理論面を深めて

　発展させる必要があると考えている。なお

　一層の御教示を切にお願いしつつ，本稿の

　筆をおく。

　（おおたき・のりただ：参考書二部一般参

’考課）
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